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緒 言 
カタクチイワシEngraulis japonicusは、本県漁業

においてマイワシ、さば類およびあじ類とともに、多

獲性小型浮魚類の中で重要な漁獲対象種であり、定置

網やまき網漁業において、鮮魚は勿論のこと、カツオ

一本釣り漁業で用いられる活き餌としても欠かせない

魚種である。東京湾側の三浦市金田湾地区や相模湾側

の横須賀市佐島地区は、昔から餌イワシの供給基地と

して重要な役割を果たしてきている。また、本種の仔

魚も相模湾でのシラス漁において漁獲対象となってい

る。 

本県沿岸海域に来遊する本種は太平洋系群に属する

が、その資源量は直近では2003年の149万トンをピ－

クに減少傾向にあるとされている１）。しかし、系群全

体の資源量が減少する中で、本県における1－2月期の

漁獲量が2009年以降増加傾向に転じており、年間漁獲

量の20％以上を占めるまでになっている。また、この

時期のカタクチイワシは脂肪分が少なく、煮干し用加

工に適しており、単価も本種にしては高い100円/kg以

上で流通することもあり、定置網やまき網漁業者にと

って貴重な収入源となっている。 

当センタ－では、1983年より漁況予報「いわし」を

隔月で発行して関係漁業者へ情報を提供しているが、

最近の本種の予測精度は、マイワシに比べて高いとは

言えない状況にある。これは、マイワシが冬春期に限

定して産卵が行われ、コホ－ト解析による資源評価が

しやすい一方で、本種はほぼ周年にわたり産卵が行わ

れることから、常に様々な時季に産まれた個体が漁獲

物に含まれる特徴があることに起因していると思われ

る。漁況予測の精度を高めるには、対象魚種の資源構

造を的確に把握することが重要である。 

そこで、本研究では、近年、本県沿岸で見られた1－2

月期のカタクチイワシの漁獲量の増加について、これを

もたらした回遊群の素性を推定するとともに、その資源

の漁獲動向の変化から、この特異的な漁獲増の要因につ

いて検討したので報告する。 
なお、本報告には我が国周辺水域資源評価等推進委託

事業により得られた資料が含まれる。 

 
材料と方法 

カタクチイワシ太平洋系群の資源量と本県の漁獲量の年

変化 
 本種太平洋系群の推定資源量は、水産庁が公表してい

るカタクチイワシ太平洋系群の資源評価から把握した１）。

本県におけるカタクチイワシ年別漁獲量は、漁業・養殖

業生産統計年報（農林水産省関東農政局統計部,1970～

2013）から求めた。本県沿岸の主要定置網（三浦市金田

地先から湯河原町福浦地先）での月別漁獲量は、水揚伝

票および漁獲管理情報処理システム（TACシステム）か

ら求めた。主要定置網での月別漁獲量を積算した年間漁

獲量の増減の傾向から、1994～2015年を３つのステ－ジ

に分け、各ステ－ジにける各年の漁獲量の月変化を比較

検討した。また隔月で発行している漁況予報にあわせ主

要定置網での２ヶ月ごとの漁獲量を用いて、1－2月期の

カタクチイワシ漁獲量の増加要因を検討した。 

カタクチイワシの体長測定 
毎月、定置網またはまき網で漁獲されたカタクチイワ

シを研究室に持ち帰り、１標本 100 尾を上限に精密測定

を行った。測定項目は被鱗体長、体重、生殖腺重量など

であるが、本報では 2005 年、2006 年、2014 年および

2015 年に測定した体長を使用した。体長区分は、5～8cm

を未成魚、9～11cm を小型成魚、12cm 以上を大型成魚と
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した２）。 

三陸沖の北部太平洋大中型まき網漁業の漁獲動向 

三陸沖の北部太平洋大中型まき網漁業（以下「北部

まき網」という。）による投網当たりの水揚量 

(CPUE) と漁獲努力量の指標となる網数は、一般社団

法人漁業情報サ－ビスセンタ－の太平洋いわし類・マ

アジ・さば類長期漁海況予報会議資料から 1994～

2015年の値を用いた。 

 

結 果 
カタクチイワシの資源量および漁獲動向 
（１）年別の動向 
 1978 年以降の本種太平洋系群の推定資源量と 1970

年以降の本県における漁獲量を図１に示す。本種とマ

イワシ資源量は逆位相で推移することが知られている
３）。マイワシ資源の多かった 1980 年代のカタクチイ

ワシ資源量は 40 万トン未満の低水準で推移したが、

マイワシ資源が減少した 1990 年代に入ると増加傾向

に転じ、2003 年にはピ－クの 149 万トンに達した。

その後は減少傾向が続いており、最近では 60 万トン

程度となった。一方、本県の漁獲量は、1974 年に

7,282 トンを記録した後、資源量同様、1980 年代に

1,000 トン台まで落ち込んだが、1990 年代に入り大き

な増減はあるものの増加傾向となった。2000 年代に

入るとこの増加傾向は顕著となり、2006 年に 5,993

トンでピ－クに達した。その後減少傾向に転じるもの

の、右肩下がりで減少した資源量の動向とは違い、概

ね3,000～4,000トン台と横ばいで推移している。 
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図１ カタクチイワシ太平洋系群の推定資源量と本県

における漁獲量の推移 

 
（２）本県沿岸の主要定置網におけるカタクチイワシ

漁獲量の年別月別の動向 
 本県沿岸の主要定置網におけるカタクチイワシ漁獲

量の年変化を図２に示す。この漁獲変動から、1994～

2001 年をピ－ク期前の第１ステ－ジ、2002～2007 年を

ピ－ク期の第２ステ－ジ、2008～2015 年をピ－ク期後の

第３ステ－ジとした。次に、各ステ－ジの各年における

主要定置網での漁獲量の月変化を図３に示す。第１ステ

－ジでは、月別の最高値が 500 トンを超したのは 1995

年６月と 1998 年３月の２回しかなく、殆どの月が 200

トン未満という低調な漁模様で、特に７月以降はほぼ

100 トン未満で推移した。第２ステ－ジでは全般に第１

ステ－ジと比べて漁獲量が増加しており、６年全てで

500 トンを超える月が３月から８月にかけて複数見られ、

特に2005年５月と2006年４月には1,000トンを超える

かつてない豊漁となった。一方、下半期における 100 ト

ン未満の月は、2004 年を除き 10 月以降に限られた。第

３ステ－ジでは 500 トンを超える漁獲があった月は２月

から６月にかけて見られるものの、第２ステ－ジと比べ

て好漁の継続期間は短くなり、1,000 トンを超える月も

見られなかった。下半期の 100 トン未満の月は８月から

始まっており、この点では７月から始まった第１ステ－

ジと類似している。しかし、１月と２月には 2008 年と

2013年を除き、いずれも月100トン以上で２ヶ月合計値

が 500 トンを超えており、この現象は 2005 年を除き、

第１ステ－ジでも第２ステ－ジでも見られなかった。 
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図２ 主要定置網におけるカタクチイワシ漁獲量の年変 

化 
（３）漁獲のピ－クの年と最近年の本県沿岸におけるカ

タクチイワシの体長組成 
主要定置網におけるカタクチイワシ漁獲量が、近年で

ピ－クを迎えた2005 年および2006 年の月別体長組成を

表１に示す。2005 年は１月から９月まで一貫してモ－ド

が 12cm の大型成魚主体の漁獲が継続し、この体長階級

の大型成魚が尾数換算で全体の５～８割程度を占めた。

この年は 10 月以降、未成魚主体の漁獲となった。2006

年は１月から８月まで一貫してモ－ドが９～11cm の小型

成魚主体の漁獲が継続し、大型成魚も２～３割程度混じ       
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図３ 主要定置網におけるカタクチイワシの年別月別漁獲量の推移（第１ステ－ジは1994～2001 年、第２ステ－

ジは2002～2007年、第３ステ－ジは2008～2015年） 
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表１ 2005年と2006年のカタクチイワシの月別体長組成 
2005年 2006年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
体長4cm 体長4cm 2

4.5 4.5 1
5 5 2 5 3 1

5.5 2 8 5.5 1 2 5 23 6 3
6 6 10 3 6 1 1 14 79 22 11

6.5 16 4 10 6 6.5 1 1 14 69 28 25
7 3 6 17 24 7 1 1 2 24 21 25 34

7.5 5 1 17 26 40 7.5 2 3 1 25 3 16 18
8 3 1 19 22 19 8 5 9 3 6 2 1 5

8.5 2 1 9 10 8 8.5 6 15 4 3 2 3
9 3 1 1 1 1 9 1 9 34 36 12 8 5 4 1

9.5 3 1 2 1 2 1 2 2 9.5 28 33 14 2 36 17 20
10 7 7 19 3 2 1 10 26 36 16 19 72 33 79 3

10.5 4 3 7 13 1 3 2 1 10.5 17 16 34 27 75 22 54
11 18 9 27 56 14 17 5 9 5 2 11 27 24 38 17 71 16 24

11.5 24 10 34 83 24 54 15 23 14 5 11.5 13 12 46 17 28 5 2
12 31 15 46 126 93 55 55 41 50 16 1 12 21 11 31 12 8 2 2

12.5 5 10 15 38 40 14 17 13 17 1 12.5 11 3 25 3 1
13 7 7 14 36 28 13 8 5 7 13 5 1 10 3 1

13.5 1 1 11 1 3 13.5 2
14 1 1 14 1

14.5 14.5

計 90 68 150 385 200 200 100 100 100 100 100 100 計 0 200 200 232 100 300 100 200 100 200 100 100

 
表２ 2014年と2015年のカタクチイワシの月別体長組成 

2014年 2015年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

体長4cm 体長4cm
4.5 1 1 4.5
5 1 5 5

5.5 1 1 13 15 3 6 5.5
6 6 56 44 37 8 6 1

6.5 7 1 9 3 63 34 46 8 6.5 6
7 14 2 1 1 5 14 35 5 11 15 7 2 1 14

7.5 46 8 5 7 19 14 2 7 27 7.5 2 1 10
8 54 24 20 16 1 28 7 5 22 8 2 2 1 1 1 3

8.5 30 24 30 33 5 1 18 5 11 3 8.5 1 20 5 4 3 2
9 35 82 44 86 54 7 5 3 5 17 2 9 6 58 41 10 41 74

9.5 32 77 30 137 111 32 1 10 24 2 9.5 12 92 37 33 79 232
10 31 48 34 118 115 21 4 2 24 25 10 31 74 36 133 52 193

10.5 12 22 38 92 59 12 1 24 41 10.5 15 26 21 80 16 46
11 3 8 12 44 60 21 1 14 35 11 10 17 7 25 6 16

11.5 2 14 23 47 25 10 13 11.5 8 7 6 7 1
12 20 16 51 9 29 14 4 15 12 24 12 8 1 1

12.5 39 43 69 12 27 9 6 5 12.5 52 34 15 2 1
13 49 27 46 12 30 16 1 2 13 54 42 21 1 1

13.5 15 10 5 5 33 18 2 1 13.5 6 8 1 1
14 9 7 1 5 26 10 14 1 3

14.5 1 1 3 1 1 14.5 1

計 400 400 400 600 600 200 0 100 200 200 300 100 計 222 400 200 298 200 600

  
った。この年は９月以降、体長モ－ドが 6～7.5cm の

未成魚主体の漁獲となった。 

次に、2014 年と 2015 年の月別の体長組成を表２に

示す。2014 年は１月から６月までモ－ドが 8～10cm

の未成魚および小型成魚主体の漁獲が継続し、大型成

魚も 1～3 割程度混じった。この年は８月以降、未成

魚主体の漁獲となった。2015 年は２月から６月まで 9

～10cm モ－ドの小型成魚主体の漁獲が継続し、12cm

以上にモ－ドをもつ大型成魚も１月に６割、２月及び

３月には２割強混じったが、４月以降は殆ど出現しな

かった。 

（４）２ヶ月ごとの主要定置網における漁獲量の変化 

 主要定置網での２ヶ月ごとの年別漁獲量を図４に示す。

2009 年以降について着目すると、下半期にあたる 7－8

月期、9－10月期及び11－12月期においては、漁獲量は

400 トン以下の低水準で推移している。年間を通じての

盛漁期である 5－6 月期では、最も漁獲が多くなった

2007 年および 2008 年の 1,700 トン台よりは少ないもの

の、2011 年および 2015 年を除き 1,000 トンを超えてお

り、第２ステ－ジと変わらぬ漁獲水準を維持していた。

3－4 月期では、ピ－クだった2006 年の 1,800 トンと比

べ、2009 年以降は概ねその半分以下で推移していた。こ

れに対し1－2月期では、2008年以前では2005年の570

トンが最も多く、他の年は200トン以下であったが、 
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図４ 主要定置網におけるカタクチイワシの２ケ月ごとの漁獲量の推移 

 
2009年が800トン、2010年および2012年が600トン

台、2011 年および 2015 年が 500 トン台と、2013 年

（178 トン）を除き 500 トンを超え、2014 年には

1,000トン近くに達した。 

（５）北部まき網における投網当たりの水揚量

（CPUE）と網数の変化 

北部まき網による前年 12 月～2 月におけるカタク

チイワシ太平洋系群の投網当たりの漁獲量(CPUE)と努

力量（網数）の関係を図５に示す。1994 年に 20 トン

/網だった CPUE は、2000 年には最高値の 98 トン網と

右肩上がりの増加傾向を示した。2001 年以降減
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図５ 北部太平洋大中型まき網漁業による前年12月 

～2月におけるカタクチイワシ太平洋系群の投網 

当たりの漁獲量(CPUE)と努力量（網数） 
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少に転じたものの、努力量が０だった（網入れがなか

った）2012 年及び 2015 年を除き、22～76 トン/網

（平均 49 トン）で増減を繰り返しながら横ばいで推

移した。努力量は 1999 年に 1,443 回に達するなど、

2004 年まで多くの年で 800 回を超えた。2005 年には

632 回、2006 年に 90 回と急減しその後は概ね 200 回

未満となり、2012年以降はほぼ０回となった。 

 
           考 察 
本県の1－2月期に見られた漁獲増をもたらした回遊群

の推定 
 既往の知見から、本種太平洋系群は２つの回遊群に

分けられる。一つは早春季～春季（2－5月）に生まれ、

常磐・房総海域から三陸・道東海域および千島列島の  

沿岸～沖合の広大な海域に分布域を広げ、冬春季（12 

月－翌年３月）に体長12cm以上の大型成魚（２歳魚）

となり、産卵準備群として再び常磐・房総海域に来遊

した後４,５,６）、さらに春季の産卵のため７，８，９）、本州

太平洋岸を日向灘まで南下回遊していくと想定される

群である（沖合回遊群）。この群は主に資源の高水準

期に多く出現し、太平洋系群全体の資源量を押し上げ

るのに大きな役割を果たした。もう一つは主に沿岸域

において夏季～秋季に生まれ、沿岸域に分布しあまり

回遊しない群（沿岸回遊群）で資源変動幅は小さく、

沖合回遊群ほど大きくならない５）。 

 本県沿岸に1－2月に来遊するカタクチイワシは、 

ピ－ク期の第２ステ－ジでも最近においても、成魚主

体の来遊であることに変わりはないことが、体長組成

から分かる（表２）。このうち大型成魚については前

述の知見から東北海域からの南下群すなわち沖合回遊

群の一部である可能性が高い。また、主要定置網で

2009年以降漁獲量が増加した中で、3～6割程度大型成

魚が混じっていることから、大型成魚の来遊量そのも

のが2009年以降に増加したと言える。このことから、

大型成魚の来遊量増加が本県沿岸での漁獲増に大きく

影響したと考えられた。 

大型成魚の来遊量と北部まき網の漁獲動向との関係 

カタクチイワシ太平洋系群の資源が増加した1990年

代半ばからピ－クとなった2000年代半ばにかけて、マ

サバ、マイワシも共に資源量が低迷していたこともあ

り10,11）、東北海域からの南下時期にあたる前年12月か

ら２月における北部まき網船団の漁獲努力は資源量の

多かったカタクチイワシに向けられた。漁獲努力量は

高水準で推移し、CPUEも右肩上がりに増加した（図５）。

しかし、2000年代半ば以降カタクチイワシの資源量の減

少と相まって、資源量が増加傾向に転じたマサバやマイ

ワシに漁獲努力が向けられるようになり、2012年以降カ

タクチイワシへの漁獲努力はほぼ０となった。一方CPUE

は2001年以降ほぼ横ばいで推移していることから、北部

まき網が普段漁場としない沖合海域での資源量は大幅に

減少してきているものの、漁場の範囲内にはある程度の

大型成魚が毎年存在していることが示唆された。以上の

ことから、2008年以前の1－2月期において、本県沿岸へ

の大型成魚の来遊量が少なかった理由として、本県沿岸

に来遊するまでに、大型成魚の多くが北部まき網により

房総以北の海域で漁獲されたことが考えられた。ここで、

漁業の如何により来遊量が左右されるものなのか、とい

う疑念も生じるが、かつてマサバが1990年代に２回の卓

越年級群が発生した際、北部まき網による若齢魚の過剰

漁獲により資源回復が遅れたとされている12）。このよう

な北部まき網の漁獲能力を勘案すれば、カタクチイワシ

の来遊量を左右することも十分可能なことと思われる。

このことから、近年観察されている本県沿岸への1－2月

期の大型成魚の来遊は、来遊経路での漁獲圧力の変化の

結果である可能性がある。 

ただし、これは回遊に関する既往の知見および北部ま

き網の漁獲動向から推定したもので、沖合回遊群すなわ

ち産卵準備群由来かどうかは、例えば房総沿岸から本県

沿岸まで魚群探知機によりカタクチイワシの群れを調査

船で追尾する等、今後更に調査する必要がある。 

沿岸回遊群による影響 

もう一つは沿岸回遊群の存在である。大型成魚の多く

は沖合回遊群由来と思われるが、小型成魚には沖合回遊

群と共に沿岸回遊群由来も多く含まれると考えられる。

近年の1－2月期の漁獲物では、大型成魚も目立つが、小

型成魚も体長組成から明瞭に分離され、その割合も3～6

割程度と高い（表２）。久保田13）は東海域（とうかいい

き：神奈川県～三重県）では近年10年程度は減少傾向が

見えておらず、伊勢・三河湾では湾内由来とされる0～1

歳魚、すなわち沿岸群の漁獲量の多い年が2006年以降続

いていると述べている。一方、林・近藤14）が示した４月

生まれのカタクチイワシ太平洋系群の成長式によれば、

翌年1－2月には11cm程度に成長することになることから、

この時季の小型成魚は前年春季に産まれたものと示唆さ

れる。このことから、南下群としての小型成魚だけでは

なく、春季に産まれ沖合回遊群のように黒潮続流域に輸

6 
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送されず、本州南岸の沿岸域を秋季にかけて回遊して

いた小型成魚の一部が本県沿岸に来遊した可能性も考

えられる。ただし、沖合由来か沿岸由来かを特定する

には、さらに精査する必要がある。いずれにせよ、沖

合回遊群が減少する中、沿岸回遊性の小型成魚の漁獲

割合が今後ますます増加すると思われることから、そ

の動向に関する研究を関係機関連携のもと進めていく

必要がある。 

 

           摘 要 
１. カタクチイワシ太平洋系群の資源量が減少傾向に

あると推定される中、1－2月期の本県沿岸での漁獲

量が2009年以降急増している要因について検証した。 
２. 要因の一つとして、北部太平洋大中型まき網漁業

が2006年以降カタクチイワシへの漁獲圧を激減させ

たことにより、沖合回遊群（産卵準備群）由来であ

る大型成魚の来遊量がピ－ク期よりも相対的に増加

し、漁獲増をもたらしたと考えられた。 
３. もう一つの要因として、小型成魚の来遊量増加も

考えられたが、沖合由来か沿岸由来かは今後精査す

る必要がある。 
４. 太平洋系群全体の資源量は沖合回遊群の減少によ

り引き続き減少傾向を辿ると思われ、今後は沿岸回

遊群の動向が注目される。 
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